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 (対面・オンライン共通)  授業時の小テスト(50%)　+　期末レポート(50%)

自殺

社会問題

貧困２

目的・目標
目的:　社会学的視点を理解することができる
目標:　➀　地位と役割、集団、機能、社会制度などの基本的用語を理解する
　　　　 ②　現代の生活や社会を、社会学的視点からとらえることができる

授業項目

社会学とは

“自分”と社会的役割

授
業
計
画

家族２

貧困１

成績評価の
方法・基準

学習内容:社会学とはどのような学問なのか、概要を学ぶ。
到達目標:社会学の研究と方法の特徴を理解する。本講義の組み立てを理解する。

学習内容:地位と役割とは何かを学ぶ。
到達目標:役割遂行と“自分”の折り合いのつけ方を考えることができる。

学習内容:社会化の意味と野生児の特徴を学ぶ。
到達目標:社会化とは何かを理解する。

教員からの
メッセージ

各回、授業プリントを配布

適宜、紹介する

講義では積極的な発言を求めます。また、授業内での課題はコメントをつけて返却します。
オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスで変更のシラバスを周知いたします。

参考図書

教科書

社会化

学習内容:家族内の暴力を題材に家族の特性を学ぶ。
到達目標:家族の特徴を抽象化して考えることができるようになる。

家族１

学習内容:デュルケム『自殺論』を学ぶ。
到達目標:社会学的視点を理解する。

学習内容:家族の定義、機能、構造などの基本的知識を学ぶ。
到達目標:家族を客観的にみることができるようになる。

ジェンダー１

学習内容:貧困とは何か。その実態を学習する。
到達目標:子ども、女性、高齢者の貧困を理解する。

学習内容:性別役割分業とその実態を学ぶ。
到達目標:男性、女性それぞれの立場で考えることができるようになる。

学習内容:男らしさ、女らしさとは何かを学ぶ。
到達目標:自分のジェンダー意識を再確認する。

学習内容:貧困の背景を学習する。
到達目標:家族、社会保障、労働など多角的に理解できるようになる。

学習内容:社会問題とは何かを学ぶ。
到達目標:様々な視点とその意味を理解する。

ジェンダー２

第1キャンパス研究室

社会学

（時間割参照）

時間割表参照教員名
科目名

（科目番号）

横山　博子

結婚の変遷

恋愛と結婚

学習内容:恋愛結婚の誕生、日本の結婚の変遷を学ぶ。
到達目標:若者の結婚は変動期にあることを理解する。

授業概要

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

社会学は、人々の行為や生活、社会制度や社会問題など、幅広い内容を研究対象としています。本講
義では、結婚や恋愛、ジェンダー、そして貧困など、身近な話題を選び社会学的に考えます。

到達目標・学習内容

社会のルール

野生児研究
学習内容:『オオカミ少女はいなかった』を読む。
到達目標:科学的研究とは何かを学ぶ。

学習内容:社会のルールの種類を学ぶ。
到達目標:社会にはなぜ規範があるのかを説明できる。

学習内容:恋愛と結婚の違いを考える。
到達目標:恋愛結婚がなぜ登場したのか説明できる。


